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【手続補正書】
【提出日】平成21年11月12日(2009.11.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
８～３９のアミノ酸長のフラグメント、又はその変異型若しくはホモログであることを特
徴とする抗血管新生Ａβペプチドフラグメント。
【請求項２】
フラグメントが、８、９、１０、１１、１２、１３、１４、１５、１６、１７、１８、１
９、２０、２１、２２、２３、２４、２５、２６、２７、２８、２９、３０、３１、３２
、３３、３４、３５、３６、３７、３８又は３９アミノ酸長であることを特徴とする、請
求項１記載の抗血管新生Ａβペプチドフラグメント。
【請求項３】
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フラグメントが、Ａβ１－２８、Ａβ１０－３５、Ａβ１２－２８又はＡβ１３－２０で
あることを特徴とする請求項１記載の抗血管新生Ａβペプチドフラグメント。
【請求項４】
フラグメントが、Ａβ１２－２８であることを特徴とする請求項３記載の抗血管新生Ａβ
ペプチドフラグメント。
【請求項５】
フラグメントが、Ａβ１３－２０であることを特徴とする請求項１記載の抗血管新生Ａβ
ペプチドフラグメント。
【請求項６】
Ａβ１２－２８フラグメントが、アミノ酸配列ＨＨＱＫＬＶＦＦ又はその変異型若しくは
ホモログを含むことを特徴とする請求項５記載の抗血管新生Ａβペプチドフラグメント。
【請求項７】
Ａβ１３－２０ペプチドフラグメントが、アミノ酸配列ＨＨＱＫＬＶＦＦ又はその変異型
若しくはホモログであることを特徴とする請求項５記載の抗血管新生Ａβペプチドフラグ
メント。
【請求項８】
変異型又はホモログが、天然型Ａβペプチドフラグメントと約８０．０％～約９９・９％
のアミノ酸同一性を示すことを特徴とする請求項１記載の抗血管新生Ａβペプチドフラグ
メント。
【請求項９】
変異型が、少なくとも一つのアミノ酸置換を含むことを特徴とする請求項１記載の抗血管
新生Ａβペプチドフラグメント。
【請求項１０】
アミノ酸置換が、非天然型アミノ酸又はアミノ酸アナログであることを特徴とする請求項
９記載の抗血管新生Ａβペプチドフラグメント。
【請求項１１】
リンカーをさらに含むことを特徴とする請求項１記載の抗血管新生Ａβペプチドフラグメ
ント。
【請求項１２】
フラグメントが、二番目のペプチド又はタンパク質と連結していることを特徴とする請求
項１記載の抗血管新生Ａβペプチドフラグメント。
【請求項１３】
請求項１～１２いずれかに記載の抗血管新生Ａβペプチドフラグメント及び１又は複数の
医薬的に許容される担体、希釈剤、又は賦形剤を含む医薬組成物。
【請求項１４】
医薬組成物が、放出制御製剤であることを特徴とする請求項１３記載の医薬組成物。
【請求項１５】
放出制御製剤が、ポリマーマトリックスであることを特徴とする請求項１４記載の医薬組
成物。
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